







その他のタイトル The Structure of Organizational Capacity of























































































































































































































(6) 藤本、前掲、 2003年、 48真。
(i) 野中郁次郎「企業の知識ベース理論の構想JW組織科学~ 36(1)、 2002年、 4-13頁。








築(シリーズ教育の経営 1) ~玉川大学出版部、 2000 年、 181 頁。
(12)佐古秀-i学校の組織文化とその創造J日本教育経営学会(編)W自律的学校経営と教育経営(シ
リーズ教育の経営 2)~玉 )11 大学出版部、 2000 年、 198 頁。
(13) 木同一明「学校組織開発を支える教師のメンタリテイ j木間一明(研究代表)W学校組織開発に




(1:，)ワイク『組織化の社会心理学(第2版)~文民堂、 1997 年、 253 頁。












性に切り替えるjと述べていることと対応している (Ll出mann，N.， Organisation und Entscheidung， 
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あり、「マインドが高ければ、わずかな徴候から重要な意味合いを理解し、適切な対応をとること
ができる。J(問、 6頁)。
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